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感感感染染染症症症とととののの闘闘闘いいい   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

５月１２日（火）１４：ＯＯ－１５：３Ｏ （名古屋大学医学部基礎研究棟１階 会議室２） 

「抗菌薬が効かない多剤耐性菌の現状と展望」 

荒川 宜親 （名古屋大学大学院教授） 

 
 

２Ｏ２Ｏ １．６ ＭＯＮ－７．３１ ＦＲＩ 

 

 

 

名古屋大学附属図書館医学部分館 ２階入口ホール 

問合せ先： 名古屋大学附属図書館医学部分館 

名古屋市昭和区鶴舞町６５ 

ＴＥＬ Ｏ５２－７４４－２５Ｏ５ 

ミニ展示会 

平日 ９：ＯＯ－２Ｏ：ＯＯ   ２月２Ｏ日－３月１Ｏ日は９：ＯＯ－１７：ＯＯ 

土  １３：ＯＯ－１７：ＯＯ ２月２２日､２９日、３月７日の土曜日は休館日 

休館日： 日・祝日 

特別講演会 

入場無料 

新型コロナウイルスの感染予防・拡大防止のため、5 月 12 日に予定していた特別講演会は秋頃に  

延期させていただきます。新しい日程は決まり次第、当館ウェブサイト等でお知らせいたします。 

開催延期 



 

古くから人類はさまざまな感染症に悩まされ、その克服に向けて感染症と闘ってきました。

19世紀後半に感染症が微生物に起因することが明らかにされ、予防のためのワクチンや治療

方法が開発されるまでは、感染症が死亡原因の第一位となっていました。 

日本における伝染病対策は、1897年（明治 30年）に施行された「伝染病予防法」により行わ

れ、虎列剌
コ レ ラ

、赤痢
セ キ リ

、腸窒扶私
チ ョ ウ チ ブ ス

、痘瘡
トウソウ

、発疹窒扶私
ハ ッ シ ン チ ブ ス

、猩紅熱
ショウコウネツ

、實布垤利亞
ジ フ テ リ ア

（格魯布
ク ル ッ プ

ヲ含ム）及

「ペスト」を伝染病と称しました。「伝染病予防法」では、家宅への立ち入り、交通遮断、隔離、死

体及家屋の処分など、伝染病の拡大阻止を優先するあまり、患者の人権に対する配慮が欠け

た点もありました。 

医学や医療の進歩、公衆衛生水準の向上など、感染症を巡る状況が著しく変化し、エボラ出

血熱などの新興感染症や、結核などの再興感染症の脅威が増し、それに対応するため、1999

年（平成 11年）から「感染症の予防及び

感染症の患者に対する医療に関する法

律」が施行され、「伝染病予防法」は廃止

されました。 

「      感染症との闘い」は、

名古屋大学医学部史料室（附属図書館

医学部分館４階）に所蔵する史料の中か

ら、「伝染病予防法」施行前後からの、 

感染症との闘いの歴史に関連する古医

書、掛図などを展示公開します。 

展示期間中に、特別講演会も開催し

ます。ぜひご来場ください。 
 

 

 

抗菌薬が効かない多剤耐性菌の現状と展望 

荒川 宜親 （名古屋大学大学院医学系研究科教授） 

名古屋大学医学部卒、同大学院医学研究科修了 

医学博士、専門（感染症学、病原細菌学、薬剤耐性菌） 

細菌学講座の文部教官助手・助教授、当時の国立予防衛生研究所（現国立感染症研究所） 

細菌・血液製剤部部長を経て、名古屋大学大学院医学系研究科教授 

主な著書：『MDRPの疫学ー基本的特徴と最新の分離動向』、『カルバペネム耐性陽内細菌科細 

菌（ＣＲＥ）の特徴と対策の要点』、『メタローB-ラクタマーゼ （MBL)産生菌』、『病原微生物学  

基礎と臨床』、『薬剤耐性菌感染の予防と対策』ほか 

 

近代医学の黎明デジタルアーカイブ 

http://www.med.nagoya-u.ac.jp/medlib/history/ 

 

 

 

 

 

名古屋大学医学部史料室に所蔵している史料をデジタル化

し、「近代医学の黎明デジタルアーカイブ」として、インターネット

で公開しています。ぜひご覧ください。 

資料ご寄贈のお願い 

みなさまがお持ちの医学・医療史に関連する資料がありま

したら、ぜひご寄贈いただきますよう、お願いいたします。 

ミニ展示会 

特別講演会 開催延期 


